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研究ノート
北海道に居住するアイヌの服飾品
― 昭和期の頭巾・鉢巻・脚絆を中心に ―
五関　美里
Ainu Clothing in Hokkaido 
― Focusing on the Hoods, Headbands and Gaiters of the Showa Period ―
GOSEKI Misato
１．問題の所在
アイヌは、北海道を中心とした地域に居住する少数民族である。アイヌ民族の伝統的な
衣服には、樹皮衣と呼ばれる樹木の内皮から作られた衣服や、交易などによって得られた
木綿を素地とする木綿衣がある。とくに、樹皮衣・木綿衣にはアイヌ女性の手によって刺
繍が施されるが、切り伏せ（アップリケ）や刺繍で使われる文様はアイヌ独特の形をした
文様となっている。渦巻の形をしたモ㆑ウ文や、植物の棘のような形をしたアイウシ文、
またはこれらを組み合わせたアイウシモ㆑ウ文など多くの文様がある。これらの文様をど
のように組み合わせ、衣服へ配置するかといった文様の構成の違いは、北海道内のアイヌ
の居住地区ごとに異なった発展を遂げている 1）。
上述のような、衣服へ施す文様構成に地域差が生じていることと同時に、その他の道具
類、服飾品に関しても地域差が生じていることが判明している。従来の研究では、イトク
パ（家紋）・キケウシパスイ（削箸）・エペ㆑アイ（花矢）の文様の型式の伝播経路とその
要因に関して調査・検討がなされており（阿部1999）、また、平成16（2006）年には、北
海道に居住するアイヌのかぶりものに関する研究が行われている（諏訪原・鷹司2006）。
諏訪原、鷹司によると、かぶりものとは頭部に着装する服物の総称で、頭部の保護や装飾
のために用いられるものとされている（諏訪原・鷹司2006：59）。以上のような研究者た
ちによると、道内においてアイヌ衣服や文様の分布は、和人（大和民族）との交流やアイ
ヌ同士の結婚による移住によって影響され、文様のもつ意味も地域ごとに異なっている可
能性があると指摘されていた（諏訪原・鷹司2006：59、阿部1999：169）。
衣服に関する研究が進む一方で、これまで調査されたかぶりものに関する資料は、ほと
んどが江戸時代末期から明治時代などの時代のものが多く、さらに収集地が不明な資料も
多い。そのため、本稿では、昭和期に調査された報告書を用い、服飾品に関する検討を行
うこととした。とくに、道内に居住するアイヌの、頭巾（コンチ）や鉢巻（マタンプシ）2）
などを中心に取り上げ、各地域の特徴を明らかにしたい。
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２．頭巾・鉢巻・脚絆の比較・検討
アイヌは樹皮衣や木綿衣といった衣服の他に、身体の保護あるいは装飾を目的として、
頭巾や鉢巻、脚絆などを使用していた。北海道教育委員会で、昭和56（1981）年度から
文化庁の助成を受けて作られた調査報告書（北海道教育庁社会教育部文化課編『アイヌ民
俗文化財調査報告書』）には、1982年から1999年までの道内の調査記録が残っており、主
に昭和期のアイヌの様相が分かる資料となっている。この調査報告書には、自身の経験を
語る伝承者の氏名のみならず、出身地や生年まで明らかにされており、内容の信憑性も高
く、資料として非常に価値の高いものと考えられる。
全18冊の調査報告書をみると、頭巾・鉢巻・脚絆などに関する内容は、第 1 表のように
まとめられた。
（1）頭巾
頭巾は報告書の中で「帽子」とも表記されていたが、補足で記されていたアイヌ語名称
がどちらも「コンチ」と表記されていたため、本稿では、頭巾と帽子を同一のものとして
扱った。第 1 表を見ると、頭巾に関して述べられていたのは上川地方の旭川、日高地方の
静内（現・新ひだか町）、浦河、十勝地方であった。とくに、日高地方の静内（第 1 表・
項目番号 2）では、コンチが大人から子どもまでの幅広い年齢層で被られており、黒い布
で作られていたことが分かる。特徴としては、頭巾の頂上に当たる部分に三角形の黒布を
縫い付けていることが挙げられる。
今日までのアイヌ文化の研究がまとめられている大著『アイヌ民族誌』（1969）3）に
は、アイヌの頭巾（コンチ）の特徴として、次の 2 点が挙げられている。すなわち、①全
体もしくは一部に切り伏せ刺繍の文様が入っていること。②後頭部の突出部にコンチプサ
（コンチタイウシぺ）が付けられていること（アイヌ文化保存対策協議会編1969a：270）。
静内のコンチに関しては、切り伏せなどの刺繍に関する記述は見られなかったが、後頭部
の突出部に布を付けるという点は共通している。第 1 図、第 2 図をみると、どちらも後頭
部の頂上にコンチプサと呼ばれるものが付けられている。また、項目番号 5 の十勝におい
ても、上の角に三角形の布飾りとイケマ（植物）が縫い付けられていたとある。『アイヌ
民族誌』に掲載されているコンチは、白木綿のコンチに紺と茶褐色の木綿が切り伏せされ
ている。突出部のコンチプサも同様で、紺と茶褐色の木綿が使用されている。第 2 図は、
「北海道アイヌのコンチ」として掲載されていたが、道内のどこの地域のものかは不明で
ある。しかしながら、コンチへの切り伏せ刺繍の有無や、突出部に付けるコンチプサの違
いからは地域差が確認できる。なお、コンチに刺繍されている文様はアイウシ文で、衣服
に使用される文様と同様の種類である。
また、浦河では「死者の頭巾」として、死体の頭に被せた白布を黒い紐で縛るという事
例があった。第 3 図のように、黒い紐で目が覆われている点が特徴的で、コンチと比べて
形も異なり、簡素なものであることが分かる。
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凡例： 項目番号は便宜上付けたものである。地域は、調査報告書に記載の順で旭川～千歳の順で記載
した。所収元の番号は、以下の出所に記載した。
〔出所〕 ①北海道教育庁社会教育部文化課編（1982）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民
俗調査Ⅰ旭川地方）』、②同編（1983）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査
Ⅱ）』、③同編（1984）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅲ静内地方）』、④
同編（1985）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅳ静内・浦河・様似地方）』、
⑤同編（1986）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅴ釧路・網走地方）』、⑥
同編（1987）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅵ十勝・網走地方）』、⑦同
編（1988）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅶ沙流・十勝地方）』、⑧同
第 1表　頭巾・鉢巻・脚絆などに関する内容
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第 1表 頭巾・鉢巻・脚絆などに関する内容 
　　　　項目
　項目番号
地域 内容
伝承者氏名
出身地
生年
調査年 所収元
1 旭川
・コンチkonci　帽子
・マタンプシmatanpus　鉢巻
　額に当たる箇所が広い。お祝いの時は幅広のものを使い、普段は幅の狭いものを着ける。女性のみ。
・ホシhos　脚絆
砂沢クラ
旭川市
1898年
昭和57年度 ②、pp.73-74
2 静内
・帽子(コンチkonci)は冬、大人も子供も被った。黒い布で作る。頂上には三角形の黒布を二枚付けた。風
にひらひら舞う。
・鉢巻　仕事する時、髪が前に垂れないようにするためにした。自分は頭に二回巻いて、額の上で片ちょ
うちょ結びにする。鉢巻になるものなら、どんなものを用いても良い。「髪が顔を隠すと、山婆(キムンフチ)
のようになるから」と言われた。コンチの上にさらに鉢巻をすることもあった。
・脚絆(ホシ)は夏でも、冬でも山に行く時に付けるが、冬、雪中を歩くとき、裾の縁が凍り、すねが擦れて傷
つくのを防ぐ働きがある。
葛野辰次郎
静内町
1910年
昭和59年度 ④、pp.46-47
3 浦河 死体を出すことをクンチホプニと言う。死体の頭に白布を被せ、黒い紐で縛る。(死者の頭巾)
浦川リウ子
浦河町
1921年
遠山サキ
浦河町
1928年
浦川サキ
(姉茶)
不明
昭和59年度 ④、p.110
4 美幌
膝頭からくるぶしまでは、寒さに強い部分で、凍傷にかからないところであるが、ケロルンぺkerorunpeと
いう、脚絆(ホスhos)に似たものを当て、すねとふくらはぎを覆った。
菊地股吉
網走・美幌町
1912年
昭和60年度 ⑤、p.90
5 十勝
・脚絆　　普段履くもの、旅に履くもの、イオマンテの時に付けるものの3種類があった。模様のついた脚
絆(黒地に赤と青で山型の模様を付ける)はイオマンテの時に付ける。こはぜを付けた物もあった。手袋と
脚絆を恋人に作って贈ることが流行っていた。
・頭巾(コンチ)　冬、大人も子供も綿入れの頭巾を被った。二枚の布を上と後ろで縫い留める。後ろの上
の角に三角形の布飾りとイケマが縫い付けてある。前の角と額、目尻の当たる縁に計5つのイケマが縫い
付けてある。紐は前に回して首に縛る。紐が取りつけられているところから下の縁は縫わずに開けてお
く。イケマは魔除けに付ける。
沢井トメノ
十勝・本別町
1909年
昭和62年度
⑦、pp.109-
114
6
マタンプシや着物に付ける刺繍の模様をモレウmorewということを母から聞いた。モレウは丸く渦のような形
をいう。どんな意味があるかは聞いていない。
マタンプシの布地の色は黒で、クンネ センカキを用いる。黒でないとコトムカ ソモ キ「似つかない」と言っ
ていた。マタンプシの幅は6寸くらい。
白沢ナベ
千歳市
1905年
⑨、p.65-70
⑩、p.80,81
7
鉢巻のような被り物を白老ではエパシナというが、千歳ではチパヌプcipanupとはマタンプシという。祭や宴
会の時、どぶろくを作った時につけるもので普段は付けない。マタンプシは、女の人が付けるもので、男の
人はサパウンぺsapaunpeを付ける。カムイノミの時に、マタンプシを外したりはしなくてもよい。オリパク
oripak(おそれ慎む)して、物を言わないようにしているだけだ。
女の人は前髪が長いので、普段は手拭いで前髪を上げてしばっておくが、雷が鳴るとオリパクして被り物
をとる。
マタンプシは年寄りだけがしていた。結婚前の女はしない。結婚した女のみがした。コタンコロ カッケマッ
のマタンプシは立派だったらしいが、見たことはない。
小田イト
千歳市
1908年
⑨、p.67
⑩、p.80,81
⑬、p.52,53
8
マタンプシmatanpusは女が祭のとき頭に付ける鉢巻だが、黒い布で出来ており、刺繍の模様は入ってい
なかった。
白沢ナベ
千歳市
1905年
小田イト
千歳市
1908年
⑨、p.69
平成元年度千歳
 
凡例：項目番号は便宜上付けたものである。地域は、調査報告書に記載の順で旭川～千歳の順で記載した。
所収元の番号は、以下 出所に記載した。 
〔出所〕①北海道教育庁社会教育部文化課編(1982)：『アイヌ民俗文化財調査報告書(アイヌ民俗調査Ⅰ旭川
地方)』、②同編(1983)：『アイヌ民俗文化財調査報告書(アイヌ民俗調査Ⅱ)』、③同編(1984)：『アイヌ民俗
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編（1989）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅷ鵡川・有珠地方）』、⑨同編
（1990）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅸ千歳）』、⑩同編（1991）：『アイ
ヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅹ千歳）』、⑪同編（1992）：『アイヌ民俗文化財調
査報告書（アイヌ民俗調査ⅩⅠ道南東部地方）』、⑫同編（1993）：『アイヌ民俗文化財調査報
告書（アイヌ民俗調査ⅩⅡ道東地方）』、⑬同編（1994）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（ア
イヌ民俗調査ⅩⅢ）』、⑭同編（1995）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査ⅩⅣ
補足調査 1）』、⑮同編（1996）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査ⅩⅤ補足調
査 2）』、⑯同編（1997）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査ⅩⅥ補足調査 3）』、
⑰同編（1998）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査ⅩⅦ補足調査 4）』、⑱同
編（1999）：『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査ⅩⅧ補足調査 5）』、⑲高橋規
（2001）：「『アイヌ民俗文化財調査報告書（アイヌ民俗調査）』全18冊の内容別・伝承別リス
トについて」『アイヌ文化』25　3-45
第 1図　日高地方、静内の頭巾（コンチkonci）
〔出所〕 北海道教育庁社会教育部文化課編（1985）：『アイヌ民俗文化財調査報告書
（アイヌ民俗調査Ⅳ静内・浦河・様似地方）』北海道教育委員会　47
第 2図　北海道アイヌのコンチ（男）
〔出所〕 アイヌ文化保存対策協議会編（1969）：
『アイヌ民族誌』上巻　第一法規　271
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第 3図　日高地方、浦河の「死者の頭巾」
〔出所〕 北海道教育庁社会教育部文化課編（1985）：『アイヌ民俗
文化財調査報告書（アイヌ民俗調査Ⅳ静内・浦河・様似
地方）』北海道教育委員会　110
（2）鉢巻
鉢巻は、アイヌ語でマタンプシと呼ばれるものである。マタンプシは、古くには男性が
用いていたもので、近世になってから女性も使用するようになったとされている（アイヌ
文化保存対策協議会編1969a：275）。第 1 表、項目番号 1 の旭川では、額に当たる部分の
布が幅広くなっている。また、お祝いの時と普段の日常で使用するマタンプシでは、幅の
広いものと狭いものを使い分けている様子が窺える。項目番号 7、8 の千歳では、マタン
プシは女性が祭りや宴会の時に付けるものとされている。反対に、項目番号 2 の静内で
は、伝承者である男性が、仕事をするときに使用していたとの記述があることから、地域
によって男女で着用の違いがあり、また、普段の日常での着用と、祭りなどの非日常での
着用にも違いが生じている服飾品であることが分かる。
さらに、千歳では、マタンプシは女性のなかでも既婚者や老婆が着用し、未婚の女性は
着用しなかったという記述もある。マタンプシに施される刺繍に関しては、千歳の中だけ
でも、衣服と同様の文様（モ㆑ウ）が入ると語る伝承者や、一方で、刺繍の文様を入れて
いなかったと語る伝承者もいることから、すべてのマタンプシへ刺繍が施されていたわけ
ではないことが分かる。
（3）脚絆
脚絆の記述があったのは、第 1 表、項目番号 1 旭川、2 静内、4 美幌、5 十勝であった。
静内、美幌では、アイヌ語でホシまたはホス、ケロルンぺなど、足を外傷から保護する防
具的な役割があったのに対して、十勝では、脚絆には次のような 3 種類があったという地
域もある。①普段の日常で使用するもの、②旅で使用するもの、③イオマンテで使用する
ものがあり、とくに③のイオマンテの時には刺繍入りの脚絆を付けていたとされる。イオ
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マンテとは、アイヌの重要な儀礼の一つであり、動物の送り儀礼を指す。とくにクマ送り
（クマ祭り）が有名であり、狩猟で獲ってきた子クマをコタン（集落）で育てた後、神の
国へ送り返す（殺す）という儀礼になっている。神の国から来た肉などの贈品が、再びア
イヌの元へ訪れるようにといった祈りが込められており、コタン内の子どもたちが命の大
切さを学ぶ機会となる重要な儀礼であるともいえる。第 4 図のように、イオマンテの時の
脚絆は黒地に赤と青で山型の文様が刺繍される。この刺繍の形は、衣服の刺繍ではあまり
みられない形であり、脚絆用の文様ではないかと推察される。
第 4図　脚絆の模様
〔出所〕 北海道教育庁社会教育部文化課編
（1988）：『アイヌ民俗文化財調査報告
書（アイヌ民俗調査Ⅶ沙流・十勝地
方）』北海道教育委員会　113
３．刺繍と文様に関して
アイヌ衣服の中でも、とくに刺繍入り衣服は、儀礼などの非日常の場面で着用されてい
る事が多い。古くなった衣服は日常においても着用されるようになるが、文様の刺繍が施
されている衣服は、基本的に礼服として儀礼の時に着用されていた。アイヌ民族の伝統的
な衣服である樹皮衣や木綿衣に文様を入れる理由は、一般に「魔除け」と考えられている
ことが多いが、厳密にいえば、衣服へ刺繍を施す製作者ごとに込める思いが異なるため、
理由は人それぞれであるといえる。報告書によると、十勝地方の言い伝えでは、虫（キ
キリ）が家の柱を食べた跡の美しさから、その跡を衣服へ刺繍したとされる伝承がある 4）
（北海道教育庁社会教育部文化課編1988：110-111）。また、和人の屋敷までの道筋、屋敷
内の見取り図を衣服への刺繍で表したという事例もある 5）（北海道教育庁社会教育部文化
課編1993：96）。この和人の屋敷内の見取り図という事例は、アイヌと和人との抗争が増
加してから始まったものであると思われる。
一方で、鉢巻などの服飾品に関しても、衣服と同様の文様が使用されている服飾品も見
られた。調査報告書をみると、頭巾（コンチ）では、文様の形に切り取った布裂を置き、
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その上から刺繍をする「切り伏せ」が施される地域もある。この布裂や刺繍には、アイヌ
の伝統的な文様であるアイウシ文などが使用されており、衣服である樹皮衣や木綿衣へ付
されるアイウシ文と同様の形である。鉢巻（マタンプシ）においても、刺繍の有無は日常
と非日常で使い分けられていることが分かった。地域によっては、祭りなどの非日常にお
いても、刺繍が入っていない鉢巻を着用する事例があったことから、一部の地域では鉢巻
への刺繍を重要視していない地域もあることが窺える。さらに、脚絆は、イオマンテと
いった儀礼の時に刺繍入りのものを着用していたことが分かった。しかしながら、報告書
で述べられていた脚絆に付される文様は、衣服や頭巾、鉢巻への文様であるアイウシ文な
どとは異なった形であった。脚絆に施される文様は、第 4 図にあるように山型の文様で、
衣服の刺繍には見られない形である。そのため、少なくとも調査が行われた当時の十勝で
は、脚絆には衣服と異なった文様が施されていたことが分かる。
４．結語
調査報告書から、頭巾、鉢巻、脚絆の地域ごとの特徴をまとめると以下の通りである。
頭巾（コンチ）の突出部への布飾り（コンチプサ）に関しては、静内では三角形の黒布
で、十勝では布飾りとイケマなど、少ない事例の中でもコンチプサの地域差が確認出来
た。また、浦河では「死者の頭巾」というものが挙げられたが、これはコンチとは形が異
なるため、別種のかぶりものであると推測される。
鉢巻に関しては、地域によって男女差が生じており、また、日常と非日常の場面の違い
でも着用の差がある。旭川では、額に当たる部分の布の幅が広いものがお祝いの時に着用
されるとあり、鉢巻の幅の広さで使い分けている点が特徴的である。
脚絆は、自分の足を外傷から保護するために着用する地域が多く見られた。脚絆に施さ
れる刺繍に関しては、十勝の事例のように、山型など衣服の文様とは違う形の文様が使用
されている場合もある。脚絆に付される文様に関しては、今後、現存する資料なども取り
上げ、事例数を増やし、比較・検討を進める必要がある。
本稿では、昭和期の調査報告書から頭巾などの服飾品を中心に比較したが、これらの服
飾品には木綿衣などの衣服に付されるアイウシ文といった文様の使用が多く見られた。そ
のため、刺繍から見ると服飾品の多くは衣服と非常に近い存在であることが窺える。しか
しながら、調査報告書だけでは一部の地域の検討に留まってしまったため、今後は、博物
館などに展示・収蔵されている資料、絵画資料等も含めて比較する必要がある。衣服のみ
ならず服飾品に関する地域ごとの特徴をより一層明らかにすることで、アイヌの衣文化に
関する考察を深めていきたい。
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注
1） 例として、日高地方では大きな白布を切り伏せした木綿衣が特徴で、これは日本語名では白布
切抜文衣と呼ばれる。また、胆振地方の白老では、衣服の背面に施される文様が、背全体で一
体になっているのではなく、上部と下部で分かれて配置されている文様構成が特徴的である。
2） アイヌ語の表記に関しては調査報告書に記載されている通りに記載した。なお、片仮名の小文
字での表現は、日本語にない音節を表記したものである（北海道教育庁社会教育部文化課編
1983：凡例Ⅰ）。
3） 『アイヌ民族誌』は、奥付に記載された内容によると、上巻・下巻ともに昭和44（1969）年 3 月
25日に発行されている。限定1500部が発行され、本稿で使用した『アイヌ民族誌』は第1089番
にあたる。なお、編集はアイヌ文化保存対策協議会で、監修は児玉作左衛門、犬飼哲夫、高倉
新一郎が行っている（アイヌ文化保存対策協議会編1969b：奥付）。
4） 十勝地方・本別町出身の沢井トメノ氏（生年1909年）の伝承。「小屋を作る時は皮もむかずに
柱を立てて家を作る。何年かするとその木の皮がむけて、見ると虫が通った痕がひどくきれい
だったのでどうにかしたらいいのではないかと言われて年月がたったが利口な人たちが着物の
上に刺繍したらきれいだろうと言ったので、上手な人たちが考えてチカルカルイミという名の
着物が出来たのだ。」（北海道教育庁社会教育部文化課編1988：110-111）
5） 十勝地方・白糠町出身の菊池カヨ氏（生年1927年）の伝承。「アイヌの着物の刺繍の模様は、侍
のいるお屋敷までどう行くか、屋敷の中がどうなっているのか、道筋を表したものだそうだ。
それを見て攻めて勝った話もあるそうだ。孫ばあさんがいっしょうけんめいやっているのを見
て、どうしてそんな刺繍をするのか聞くと、そう答えた。刺繍の糸は、一色ではだめで、色を
変えなければならない。裏口はどうで、横がどう、というのに従って、糸の色を変えたのだそ
うだ。」（北海道教育庁社会教育部文化課編1993：96）
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